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令和５年度 市政運営の基本方針

物価高騰への対応に的確に取り組みつつ、「2025年大阪・関西万博」「子ども・子育て」「安全・安心・環

境」「健康・福祉」「魅力・活力」を市政運営の５つの重要ポイント として位置づけ

市民の日常生活に大きな影響を及ぼす喫緊の課題であることから、国・大阪府の動きとも歩調を合わせつつ、

市民に最も身近な基礎自治体として、市民や事業者へ適切な支援を積極的に実施します

公民連携による事業展開や、近隣自治体等との広域連携、行政DX等、行財政改革にかかる各種取り組

みを進め、改革により生み出した財源とマンパワーをもとに、市民サービスの充実をめざします

万博の波及効果を活かした施策や、市民サービスの充実を図る施策等を着実に進め、市民や事業者の皆

様が安心して暮らし、将来の夢や希望に向かって歩んでいけるよう、各種取り組みを進めます

○ 物価高騰への対応

○ 改革と成長の好循環

○ 八尾の成長
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一般会計第５号補正予算案

◎補正予算額 ２２億３９６７万２千円

令和5年6月補正予算案

補正後 一般会計総額

１２３０億２７９９万円

○ 物価高騰に対する生活者支援・事業者支援に必要な予算

○ ５つの重要ポイントを意識した、持続可能な八尾の成長に向けた予算

物価高騰対策（地方創生臨時交付金事業分）

７億１５３万６千円



令和5年度 市政運営方針 重点取り組み

物価高騰への対応

3



地方創生臨時交付金を活用した

物価高騰への対応に関する取り組み
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国際情勢の変化に伴う世界規模の物価高騰が、経済や市民生活など多方面にわたり影響を及ぼしていることから、

引き続き、市民のいのちと暮らしを守る取り組みを最優先に、市独自の各種支援を進めます。

中学校給食費の無償化（２・３学期）を実施
関連予算：２億２２７６万８千円（第５号補正）

問合せ：教育委員会事務局 学務給食課
072-924-3890

小学校給食費の無償化を１年間延長

関連予算： ６億４７５６万３千円（第1号補正で予算化済み）

問合せ：教育委員会事務局 学務給食課

072-924-3890



５

住民税均等割のみの課税世帯等に、１世帯３万円を給付
・住民税均等割非課税世帯への給付金の対象とならない住民税均等割のみ課税世帯等に給付金を給付

関連予算：１億５０００万５千円（第５号補正）
問合せ：健康福祉部 臨時特別給付金PT

072-990-3090

食料品価格高騰の影響を受ける保育施設等に支援金を給付
・私立認定こども園等運営事業者等に対し、物価上昇率相当の支援金を給付

関連予算：５９７３万８千円（第５号補正）

問合せ：こども若者部 保育・こども園課

072-924-9857

地方創生臨時交付金を活用した

物価高騰への対応に関する取り組み
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商品開発やデジタル化など 新規事業展開に取り組む事業者に、
上限 250 万円を補助
・エネルギー・原材料価格等の高騰の影響を受けた中小企業者が新事業展開する際に要する設備投資等の費用1/2を補助

関連予算：１億２５００万円（当初および第５号補正）
問合せ：魅力創造部 産業政策課

072-924-3845

省エネ家電への買い替えにかかる費用を支援
・省エネ性能の高いエアコンや冷蔵庫を買い替える費用の1/2を補助（1台あたり3万円が上限 1世帯2台まで）

関連予算：３９４６万３千円（第５号補正）

問合せ：環境部 環境保全課

072-924-9359

地方創生臨時交付金を活用した

物価高騰への対応に関する取り組み



令和5年度 市政運営方針 重点取り組み

５つの重要ポイント
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全市的な機運醸成と参画に向けた取り組みの推進

問合せ
やおプロモーション・万博推進PT
０７２－９２４－４００２
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関 連

予 算

やおプロモーション推進事業

１２７７万９千円

（内第5号補正額 ６７３万８千円）

万博において八尾ブランドをＰＲし、万博の波及効果を八尾の成長に活かせるよう、

大阪府・大阪市、博覧会協会等と連携し、開催500日前イベントを実施するなど、

市民・企業等、多様な主体の万博への参加に向けた機運醸成と、８０（やお）

アクション推進による参画に向けた取り組みを進めます。



自治体で唯一認定された 「大阪ヘルスケアパビリオン」
での展示・出展を契機とした成長への取り組みの推進

問合せ
魅力創造部 産業政策課
０７２－９２４－３８４５
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関 連

予 算

オープンイノベーション推進事業

５０４０万１千円

（内第5号補正額 １３２万円）

「大阪ヘルスケアパビリオン」での展示・出展を機に「ものづくりのまち八尾」を世界に

発信し、八尾のブランドを確立するために、展示・出展企業の選定を行うとともに、

支援者等を含めたプロジェクトチームを結成し、展示出展に向けた具体的な実施

計画を策定します。



コミュニティ通貨「まちのコイン」の本格実施

問合せ
魅力創造部 産業政策課
０７２－９２４－３８４５
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関 連

予 算

関係人口や市民・事業者等がデジタルツールを通じてつながり、地域の活性化を図

るため、令和４年度（2022年度）から実証実験を開始したコミュニケーションツー

ルである「まちのコイン」を本格実施します。

オープンイノベーション推進事業 （再掲）

５０４０万１千円

（内第5号補正額 １３２万円）



万博を契機とした「空飛ぶクルマ」やデジタル観光コンテンツ
開発によるにぎわいの創出

問合せ
魅力創造部 観光・文化財課
０７２－９２４－８５５５
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関 連

予 算

観光魅力創造事業

４３６７万４千円

（内第5号補正額 ２４１７万４千円）

「空港のあるまちやお」におけるにぎわいの創出を図るため、「空飛ぶクルマ」のある未

来社会への理解を深める取り組みを行うとともに、実証実験の誘致や実用化への

支援に向けた関係機関との協議を進めます。また、万博開催中の八尾市への誘客

強化を図るため、デジタル技術等により八尾らしさをオンラインで体験できる新たな観

光コンテンツを国内外に発信します。



観光創造アンバサダーの創設

問合せ
魅力創造部 観光・文化財課
０７２－９２４－８５５５
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関 連

予 算

八尾の魅力を若者目線で再発見し、若者世代を中心に広く国内外に発信するこ

とにより、八尾に関心を抱く人々を増やしていくため、観光創造アンバサダーを創設し

ます。

観光魅力創造事業 （再掲）

４３６７万４千円

（内第5号補正額 ２４１７万４千円）



妊婦・子育て家庭への切れ目のない支援体制の充実

問合せ
健康福祉部 健康推進課
０７２－９９３－８６００

関 連

予 算

妊産婦包括支援事業

４億１３２万２千円

すべての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てできるよう、妊娠期から出産・

子育てまで一貫した伴走型相談支援及び経済的支援を一体的に実施するととも

に、妊産婦の移動支援にかかる環境整備を進めるなど、切れ目のない支援体制の

充実を図ります。
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新生児聴覚検査の費用助成及び３歳６か月児
健康診査の視覚検査における屈折検査の導入

問合せ
健康福祉部 健康推進課
０７２－９９３－８６００

関 連

予 算

乳幼児の健やかな成長が図れるよう、新生児聴覚検査にかかる費用を助成すると

ともに、３歳６か月児健康診査の視覚検査に、屈折検査を導入します。

乳幼児健康診査事業

６０５１万２千円

（内第5号補正額 １０９９万５千円）
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ヤングケアラーや児童虐待など、困難な状況にある
子どもや子育て家庭への支援の強化

問合せ
こども若者部 こども総合支援課
０７２－９２４－３９５４

関 連

予 算

表面化しにくいヤングケアラーへの必要な支援策を検討するため、実態調査による

現状把握を行うとともに、家事・育児等に不安や負担を抱えた子育て家庭への訪

問支援を実施します。また、子どもや子育て家庭に寄り添った支援体制を強化する

ため、児童虐待など支援ニーズの高い子どもに、食事の提供や学習支援等を通じ

た見守りを実施します。

こども総合支援センター事業

５４６２万４千円

（内第5号補正額 ６０１万９千円）

児童虐待対策事業

１１３０万８千円

（内第5号補正額 ９７２万９千円）
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認定こども園等の整備及び医療的ケア児の受入れ充実

問合せ
こども若者部 保育・こども園課
０７２－９２４－９８５７

関 連

予 算

多様な保育ニーズへの対応充実を図るため、引き続き公立園跡地活用等による

保育施設等の整備を進めるとともに、医療的ケア児の保育を民間園へと拡大しま

す 。

認定こども園等整備計画推進事業

８億５４３９万９千円

障がい児保育支援事業（私立認定こども園等）

７億４８４７万２千円
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認定こども園等における使用済みおむつの処分を推進

問合せ

こども若者部 こども施設運営課
０７２－９２４－３８４０
こども若者部 保育・こども園課
０７２－９２４－９８５７

関 連

予 算

保護者や保育士等の負担軽減を図るため、認定こども園等における使用済みおむ

つの処分を推進します。

公立認定こども園運営事業

６億２７２１万４千円

（内第5号補正額 １１９２万８千円）

私立認定こども園等運営費補助事業

９億２９４万４千円

（内第5号補正額 １億２５０３万２千円）
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いじめ解消の仕組みづくりに向けた取り組みを推進

問合せ
いじめからこどもを守る課
０７２－９２４－４００８

関 連

予 算

いじめ防止対策の充実を図るため、全国で４市のみが採択された、国の「地域にお

けるいじめ防止対策の体制構築の推進」事業の実証モデル市として、学校外からの

アプローチによるいじめ解消の仕組みづくりに向けた手法の開発・実証に取り組みま

す。

いじめからこどもを守る八尾づくり推進事業

１４３９万４千円

（内第5号補正額 １２７０万２千円）

いじめのない環境づくり推進事業

３０万２千円
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不登校児童生徒への支援策の充実

問合せ
教育委員会事務局 教育センター
０７２－９４１－３３６５

関 連

予 算

新たな不登校児童生徒を生み出さないため、早期発見・早期支援を行うとともに、

不登校が長期化する児童生徒への対応として、ＩＣＴを活用した学習やコミュニ

ケーション機会の確保、学校内外の居場所づくりなどの支援策を充実します。

不登校児童生徒支援事業

３５５万５千円

（内第5号補正額 ２７８万９千円）
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小規模特認校における特色ある教育の推進

問合せ
教育委員会事務局 学校教育推進課
０７２－９２４－３８７３

関 連

予 算

桂中学校区及び高安小中学校区において、特色ある教育活動を進めるため、市

内全域から児童生徒が通学可能となる「小規模特認校制度」をスタートし、プロの

指導者による部活動指導や放課後のスポーツ教室、英語教育の充実などに取り

組みます。

小規模特認校における特色ある教育推進事業

４４１４万９千円
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９月から、全中学校で「全員給食」をスタート

問合せ
教育委員会事務局 学務給食課
０７２－９２４－３８９０

関 連

予 算

令和５年（2023年）９月から全校一斉スタートに向け、施設整備等を進めます。

中学校給食管理運営業務

７億３６８６万５千円

（内第5号補正額 ２億２２７６万８千円）

中学校給食施設整備事業

５億７２８６万３千円
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放課後児童室における保育時間の延長
及び新たな利用区分の新設

問合せ
こども若者部 こども施設運営課
０７２－９９２－２３５０

関 連

予 算

小学生児童の放課後における様々な保育ニーズに対応するため、保育時間を19

時まで延長するとともに、新たに週４日の利用区分を新設します。

放課後児童室事業

９億６７９７万４千円

（内第5号補正額 １千円）
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地域における防災力の強化

問合せ

危機管理課
０７２－９２４－９８７０
健康福祉部 高齢介護課
０７２－９２４－９３６０

関 連

予 算

地域コミュニティでの相互の助け合いにより安全に避難できるよう、引き続き、各地

域の特性や想定される災害に応じた地区防災計画の策定を支援するとともに、災

害時要配慮者への支援などの取り組みを進めます。

地区防災推進事業

６２２万６千円

災害時要配慮者支援事業

１２２１万５千円
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犯罪被害者等支援条例の制定に向けた取り組みの推進

問合せ
危機管理課
０７２－９２４－３８１７

関 連

予 算

犯罪被害者に寄り添い、迅速な支援につなげることができるよう、条例制定に向け

た取り組みを進めます。

防犯計画推進事業

４３２３万７千円

（内第5号補正額 ２万９千円）

24



消防本部庁舎の移転建替えや消防署所の新設等に
向けた取り組み

問合せ
消防本部 消防総務課
０７２－９９２－２１０４

関 連

予 算

消防本部庁舎の機能更新と市域全域を網羅するバランスの取れた消防署所の配

置による消防体制の充実を図るため、消防本部庁舎の移転建替えを民間活力の

活用によるＰＦＩ手法により進めるとともに、市域南西部、南東部における消防署

所の新設に向けた取り組みを進めます。

消防庁舎機能更新事業

７１５１万６千円

（内第5号補正額 ６２６８万３千円）
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脱炭素型まちづくり（ゼロカーボンシティやお）の推進

問合せ
環境部 環境保全課
０７２－９２４－９３５９

関 連

予 算

脱炭素社会の実現に向けて、脱炭素に資する助成制度の創設や市内事業者との

連携による相談体制の構築等に取り組みます。

ゼロカーボンシティやお推進事業

６３５２万４千円

（内第5号補正額 ６１３８万８千円）
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「健康まちづくり科学センター」を中心とした健康寿命の
延伸に向けたまちづくりの推進

問合せ
健康福祉部 健康まちづくり科学センター
０７２－９９４－０６６５

関 連

予 算

健康寿命の延伸に向けて、大学等との連携による医療・介護等のデータ分析に基

づき、糖尿病をはじめとする生活習慣病やフレイルなどの健康課題の解決に向けた

取り組みを進めます。また、高齢者の保健事業と介護予防の連携を強化した一体

的な取り組みを進めます。

健康づくり推進事業

１７０６万３千円

（内第5号補正額 ３８０万２千円）

27



骨髄等ドナー支援制度の創設

問合せ
健康福祉部 保健企画課
０７２－９９４－０６６１

関 連

予 算

骨髄等の提供者の経済的な負担軽減を図る支援制度を創設します。

地域保健対策推進事業

５５６万７千円

（内第5号補正額 ２８万円）

28



誰一人取り残さない八尾市版重層的支援体制の整備

問合せ
健康福祉部 地域共生推進課
０７２－９２４－３８３５

関 連

予 算

重層的支援体制整備事業を本格的にスタートし、介護や貧困、ひきこもりなどの複

合化した課題や制度の狭間にある課題などを抱えた方々への支援が包括的に提

供されるよう、相談支援体制のさらなる強化と地域づくりを一体的に進めます。

重層的支援体制整備事業

３４０６万４千円

29



意思疎通が困難な障がい者及び障がい児の入院時に
おけるコミュニケーションを支援

問合せ
健康福祉部 障がい福祉課
０７２－９２４－３８３８

関 連

予 算

医療従事者との意思疎通の円滑化を図り、安心して医療を受けられるよう、入院

時のコミュニケーションを支援します。

コミュニケーション支援事業

７７５万６千円

（内第5号補正額 ２０万円）

30



「想いをつなぐノート」を活用した「親なきあと」の支援

問合せ
健康福祉部 障がい福祉課
０７２－９２４－３８３８

関 連

予 算

障がいのある方が「親なきあと」も自分らしく生きていくことができるよう、保護者等を

対象とする「想いをつなぐノート」を活用したセミナー等を実施するとともに、安心して

地域で生活ができるよう、地域生活支援拠点等の支援体制の充実を図ります。

地域生活支援体制推進事業

９１１万９千円

31



八尾市男女共同参画センター「すみれ」で女性の活躍を
支援

問合せ
人権ふれあい部 人権政策課
０７２－９２４－３８３０

関 連

予 算

女性が起業や就労、市民活動など社会で自分らしく活躍できるよう、参加者同士

がつながる講座等の開催や、いつでも気軽に立ち寄り、悩みや不安を話せる居場

所づくりを進め、女性に寄り添った支援を行います。

男女共同参画推進事業

１４９２万３千円

（内第5号補正額 ２６４万円）

32



福万寺町市民運動広場の多目的利用に向けた整備

問合せ
魅力創造部 文化・スポーツ振興課
０７２－９２４－３８７５

関 連

予 算

市民が多目的に利用し楽しめる環境づくりに向けて、福万寺町市民運動広場南

面にスケートボード場やドッグランの整備を進めます。

体育施設整備事業

4億３２１３万２千円

（内第5号補正額 １５１９万１千円）

33



交通不便地の解消に向けた取り組みの推進

問合せ
都市整備部 都市交通課
０７２－９２４－３８５６

関 連

予 算

交通不便地の解消に向けて、「八尾市乗合タクシー」を本格運行している竹渕地

域、実証運行を開始した大正・志紀・曙川・高安・南高安地域に続き、西郡地域

における制度設計を進めます。

交通政策推進事業

１６９４万９千円

（内第5号補正額 ５３１万円）

34



近鉄河内山本駅周辺の整備

問合せ
都市整備部 都市基盤整備課
０７２－９２４－３９８２

関 連

予 算

駅周辺の安全性・利便性の向上及びにぎわい空間の創出に向けて、河内山本駅

踏切から五月橋交差点までの区間について、道路整備を行います。

近鉄河内山本駅周辺整備事業

１億５６６５万２千円

（内第5号補正額 ８５２万８千円）

35



八尾空港西側跡地の有効活用に向けた取り組みの推進

問合せ
都市整備部 都市政策課
０７２－９２４－３８５０

関 連

予 算

国有地の早期有効活用を図るため、国、大阪府、大阪市などの関係機関との協

議を進め、にぎわいや地域の活力と元気を引き出す「複合機能都市拠点」の形成

に向けた都市計画手続き（地区計画等）を進めます。

国有地等有効活用検討事業

３７８万１千円

（内第5号補正額 ３７８万１千円）

36


